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(3) 情報の入手

Q3:リスクアセスメントを実施するに当たり、 対象作業·作業場所に関する情報を入手している

か？

【判定チェック項目】該当する項目にとを入れ、 その数に応じて判定してください。

□1. 鉱山労働者から情報を入手している。

□2 リスクアセスメントの結果の例等が記載されている資料から情報を入手している。

（資料としては、 例えば、 自社及び他社でのリスクアセスメント事例やリスクアセスメ

ント 50 選、 産業保安監督部から水平展開している事故情報等が挙げられます。）

くガイドブック P34 が参考になります。 ＞

くリスクアセスメント 50 選 P15~(P8 のQ4、 Q5) が参考になります。 ＞

□3． 日頃の安全活動を行い、 その中から情報を入手している。（日頃の安全活動として

は、 例えば、 ヒヤリハットや危険予知活動や、 安全パトロ ール等が挙げられます。）

□4. 社内で保管している情報から情報を入手している。（社内で保管している情報として

は、 例えば、 作業手順書、地質図、 柱状図、 類似災害情報、 保安規程等が挙げられま

す。）

□5 非定常作業についても、危険情報が抜け落ちないように留意している。

【実施内容の記入欄】

※上記の項目に該当する可能性があるがチェックできるかどうか不明な取組内容や、Qに関

連して上記の項目以外に積極的に取り組んでいる事項等があれば自由に記載してください。

【判定】

3点適切に実施している（全て(5つ）乙の場合）

2 点 実施しているが一 部改善の余地あり (3~4 つ乙の場合）

1点実施しているが大幅な改善が必要 (1~2 つ口の場合）

0 点未実施（口なしの場合）

※上記判定結果を以下の管理表の「評価点」欄に記入してください。

【目標点と評価点の管理表】

目標点

評価点

【解説】

2018 2019 2020 2021 2022 

大きなリスクから優先的に改善を行うために、 作業現場や会社全体における危険性又は有害

性に関する次のような具体的な資料をできるだけ多く収集する必要があります。 入手すべき情

報としては、 ヒャリハットや危険予知活動の事例、安全パトロ ー ルの結果、 類似災害情報等が

あり、これらのうち必要な情報を鉱山労働者から報告させる仕紺みが必要です。 その他、 作業

標準、作業手順書、作業環境測定結果、機械設備の仕様書やレイアウト、操作（取扱）説明書、
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(3) 情報の入手

Q3:リスクアセスメントを実施するに当たり、 対象作業·作業場所に関する情報を入手している

か？

【判定チェック項目】該当する項目に乙を入れ、 その数に応じて判定してください。

□1. 鉱山労働者から情報を入手している。

□2 リスクアセスメントの結果の例等が記載されている資料から情報を入手している。

（資料としては、 例えば、 自社及び他社でのリスクアセスメント事例やリスクアセスメ

ント 50 選、 産業保安監督部から水平展開している事故情報等が挙げられます。）

くガイドブック P34 が参考になります。 ＞

くリスクアセスメント 50 選 P15~(P8 のQ4、Q5) が参考になります。 ＞

□3 日頃の安全活動を行い、 その中から情報を入手している。（日頃の安全活動として

は、 例えば、 ヒヤリハットや危険予知活動や、 安全パトロ ール等が挙げられます。）

□4. 社内で保管している情報から情報を入手している。（社内で保管している情報として

は、 例えば、 重大リスクに関する情報、 作業手順書、地質図、 柱状図、 類似災害情報、

保安規程等が挙げられます。）

く重大リスクに関する情報の例については解説を参照ください＞

□5非定常作業についても、危険情報が抜け落ちないように留意している。（災害発生と関

連性が大きいとされる取組内容であるため、特に重要です。 取組に着手し、現在の取組内

容を深化させられれば、 災害のリスクを減らすことが期待できます）

くガイドブック P34 の【PO I NT ⑤】 洗い出しの際に用意すべき情報についてが

参考になります。 ＞

く解説の下部に記載のある取組例が参考になります＞

【実施内容の記入欄】

※上記の項目に該当する可能性があるがチェックできるかどうか不明な取組内容や、 Qに関

連して上記の項目以外に積極的に取り組んでいる事項等があれば自由に記載してください。

【判定】

3点適切に実施している（全て(5つ）口の場合）

2 点 実施しているが一 部改善の余地あり (3~4 つ区の場合）

1点 実施しているが大幅な改善が必要 (1~2 つとの場合）

0点未実施（となしの場合）

※上記判定結果を以下の管理表の「評価点」欄に記入してください。

【目標点と評価点の管理表】

目標点

評価点

2023 2024 2025 2026 2027 
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